






都道府県の条例により、自転車通学をする
高校生の自転車ヘルメット着用を義務化す
る動きが全国に広がっています。Kabuto
は「スクールヘルメット」シリーズの高校新
規採用No.1*。安全性はもちろん、軽さや涼
しさなどの快適性にもこだわり、地域によっ
て“推奨品”にも選ばれています。

プロライダーの声をもとに空力
デバイス「ウェイクスタビラ
イザー」を開発。自転車用ヘ
ルメット事業では超軽量「モスト
ロ」を発売し、国内スポーツ
ヘルメットの市場を席巻
しました。





複数地域の行政と連携協定
を結び、交通安全やヘルメッ
ト着用に関するさまざまな啓
発活動に協力しています。

市民や企業の方々への
ヘルメット講習

他にも様々な広報・啓発活動を継続しています。





国際的な製品安全基準をもとに、日本独自の厳しいテストを
クリアした製品にのみ与えられるSG認証。Kabutoの通学
用ヘルメットはすべて「自転車用・SGマーク認証品」です。

通学用ヘルメットは全て、
安心の安全基準「自転車用・SGマーク認証品」





・東大阪市高井田にてオージーケー販売株式会社を設立
・一輪車プラホイールを製品化
 小学校教育指導要綱への導入を目指す

1984 ・サイクル競技用ヘルメットのサポート活動を開始
 ロサンゼルス五輪自転車スプリント競技で
 坂本勉選手が銅メダルを獲得
 自転車競技で日本人初のメダリストとなる

1986
・道路交通法の改正でオートバイ運転時のヘルメット着用
が義務化
・本社を東大阪市御厨へ移転
・世界選手権自転車競技大会個人スプリントで中野浩一氏
が「CH-202」を着用し、10連覇を達成

1991
・初の自社設計によるオートバイフルフェイスヘルメット
「RS-1」を発売

1990
・日本自転車競技連盟（JCF）がレース時のヘルメット着用
を義務化
 サイクルヘルメットにおけるJCF認定を国内初取得
・トライアスロン選手にサイクルヘルメットのサポートを開始
・オートバイヘルメットのベンチレーションに「負圧システ
ム」の実用新案を取得

2002 ・日本自転車競技連盟（JCF）にスポンサーとして正式契約
 日本ナショナルチームに供給を開始

1992 ・一輪車が小学校学習指導要綱3・4年体育選択授業科目に
採用され国内シェアNo.1になる
・オートバイヘルメットの販売チャネルを用品プロショップへ
本格展開開始
・橋本聖子選手が夏季バルセロナ五輪自転車トラック競技
に出場し、日本代表スペシャルエアロヘルメットを着用
・トップベンチカバーを装着し「負圧システム」を採用した
オートバイヘルメット「RS-1R」を発売

1995 ・オートバイ雑誌の最高速チャレンジ企画に専用エアロコン
セプトモデル「RG-X MAX」を試作使用

1994 ・初のスポーツアイウェア「QART」発売、国際メガネ展に
参加
・国際自転車展、大阪モーターサイクルショーに本格参加
・東大阪市長田西にヘルメット工場を設立

1996
・アトランタ五輪自転車トラック競技でカーボンエアロヘル
メットを着用した十文字貴信選手が銅メダルを獲得

1997 ・中国工場（山東省青島）でのヘルメット生産を開始

1998
・空力特性を考慮した世界初のエアロフィン搭載オートバイ
ヘルメット「ラグレス」を発売
・オートバイレースの世界選手権で菊池寛幸選手（GP125
クラス）が、初の表彰台3位を獲得

1999 ・サイクルヘルメット「リアクター」で初のインモールド製法
を実現

1982

・チャイルドサイクル用としてSG規格を取得したキャラク
ターヘルメットを開発
・自社初のFRPシェルを用いたオートバイフルフェイスヘル
メット「FF-3」を発売

2000

2019
・日本パラ陸上競技連盟とスポンサー契約、日本代表選手
にサイクルヘルメットを供給

2020
・警視庁「交通功労者等表彰」において、特別優良団体とし
て表彰

2021
・東京五輪自転車競技。東京パラ陸上競技で、国内外の選
手が金4個を含む計11個のメダルを獲得
・サイクルヘルメット「CANVAS-URBAN」が日本インダス
トリアルデザイン協会（JIDA）のデザインミュージアムコ
レクションに選定

2016
・リオデジャネイロ五輪自転車トラック競技においてカルム・
スキナー選手（イギリス）が金／銀メダルを、アジズル・ア
ワン選手（マレーシア）が銅メダルを獲得

2025
・兵庫県と交通安全活動に関する事業連携協定を締結
・兵庫県／大阪府／福岡県の高校生に自転車ヘルメットを
寄贈し国から「紺綬褒章」を受章

2013
・サイクルチーム最高峰カテゴリーとして三大ツールに参
戦する、イタリアのチームランプレをサポート

2024
・「製品安全対策優良企業表彰（PSアワード）」を2年連続受賞
・キッズ用自転車ヘルメット「バニーホップ」が第18回
キッズデザイン賞において優秀賞（経済産業大臣賞）を受賞

2026
・高知県、神奈川県および神奈川県警と事業連携協定を締結

2015 ・愛媛県の県立高校生全員に通学用ヘルメットを供給

・4月1日より自転車ヘルメットの着用努力義務化がスター
ト。帽子タイプヘルメット「シクレ」「リベロ」が人気を博す
・経済産業省主催「製品安全対策優良企業表彰（PSアワード）」
技術総括・保安審議官賞」を受賞

2023

・空力特許デバイス「ウェイクスタビライザー」を採用した
オートバイヘルメット「FF-5」を発売
・通気性と軽量性を両立したサイクルヘルメット
 「MOSTRO」を発売

2007

・道路交通法の改正で13歳未満のサイクルヘルメット着用
努力義務化
・チャイルドヘルメットシェアNo.1を確立する

2008

・自社風洞実験設備を設置
・サイクルレースの最高峰「ツール･ド･フランス」参戦チーム 
ブイグテレコムをサポート

2009

・ロンドン五輪自転車トラック競技で「エアロ-SL」を着用す
るサイモン・ヴァン・ヴェルトホーヴェン選手（ニュージーラ
ンド）が銅メダルを獲得

2012

・オートバイレース国内最高峰において「FF-5V」を着用す
る秋吉耕佑選手（JSB1000クラス）が年間チャンピオン
を獲得（2011年と2年連続）
・経済産業省が推進する「キッズデザイン賞」において
「チャイルドメットシリーズ」が最優秀大臣賞を受賞

2010

・オートバイレース全日本選手権GP125クラスで菊池寛幸
選手が年間チャンピオンに輝く2005
・社名を「株式会社オージーケーカブト」に変更
・東大阪市長田西に本社を移行
・物流センターを東大阪御厨から東大阪衣摺へ移行
・オートバイ世界耐久選手権鈴鹿8時間耐久ロードレースで
「FF-4」を着用する辻村 猛選手が優勝

2006

・アテネ五輪自転車トラック競技チームスプリント種目（長
塚智広選手／伏見俊昭選手／井上昌己選手）で銀メダル
を獲得

2004



株式会社オージーケーカブト

中国工場（青島科福多安全科技有限公司）

Kabuto KOREA Co.,Ltd.
Kabuto Americas Inc.

・本 社

・衣摺工場
 大阪府東大阪市衣摺

会社名

海外工場

海外販売会社

所在地

・オートバイ用ヘルメット各種
・自転車用（スポーツサイクル、競技専用）
 ヘルメット各種
・日常用（幼児・児童、通学、エルダー）
 ヘルメット各種
 及び周辺用品

取扱い製品

2,000万円資本金

131名（2026年5月現在）社員数

1982年（昭和57年）9月会社設立

オージーケー技研 株式会社
株式会社 韓国OGK

関連企業

ISO認証取得

〒577-0016
大阪府東大阪市長田西6-3-4
TEL : 06-6747-8031
FAX : 06-6747-8023

本 社

衣摺工場

中国工場

KbtCP20-2605-P200
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